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審査結果の所見 

 応募者は、これまでに TLR（Toll-like receptor：Toll 様受容体）のリ

ガンド認識やトラフィッキングなどの研究分野において優れた成果を上

げている。本研究は、１本鎖 RNA（ribonucleic acid：リボ核酸）認識

TLR8 が RNA の分解産物を認識しているという発見などの独自の予備

的知見に基づき、核酸認識 TLR シグナルにおける核酸のプロセッシング

機構や脂質及びアミノ酸代謝とのクロストーク機構の解明を目指すもの

であり、先駆的で意欲的な内容である。細胞生物学的側面からのアプロ

ーチがより必要であるとも考えられるが、基盤研究（Ｓ）として採択す

べき課題であると判断した。 

 

   

  


